
平成２８年３月３１日  

北海道森林管理局  

野幌森林公園ではアライグマは生息区域を拡大  

（平成２７年度野幌自然環境モニタリング調査結果概要）  

 

１．調査項目及び内容  

調 査 項 目  内   容  

森 林 植 生  
 再 生 活 動 地 に お け る 天 然 更 新 及 び 植 栽 木 の 再 生 状 況 を 把 握 。 ま

た 、 野 幌 森 林 公 園 に お い て 良 好 で あ る と 考 え ら れ る 林 相 を 有 す る

天 然 林 （ 以 下 、 「 良 好 な 自 然 林 」 と す る ） の 概 要 を 把 握 す る 。  

菌 類 相  
 風 倒 被 害 地 、良 好 な 自 然 林 、風 倒 被 害 を 受 け な か っ た 森 林 に お い

て 出 現 す る 木 材 腐 朽 菌 の 子 実 態 を 採 取 ・ 同 定 し 、 森 林 の 再 生 段 階

を 菌 類 の 面 か ら 権 等 を 行 う 。  

歩 行 生 甲 虫 相  
 風 倒 被 害 地 、林 縁 、林 内 に お い て 歩 行 性 甲 虫 を 捕 獲 し 、得 ら れ る

種 か ら 風 倒 被 害 地 の 再 生 段 階 を 検 討 す る 。  

野 生 動 物 相  
 自 動 撮 影 装 置 を 用 い た 調 査 を 実 施 し 、森 林 の 更 新 に 影 響 を 及 ぼ す

と 考 え ら れ る エ ゾ シ カ 、 特 定 外 来 種 で あ る ア ラ イ グ マ 、 そ の 他 記

録 さ れ る 野 生 動 物 か ら 、野 生 動 物 相 の 健 全 性 に つ い て 評 価 を 行 う 。 

 

２．調 査 結 果  

 １ ）  森 林 植 生 調 査  

  再 生 活 動 地 の植 栽 木 は着 実 に

伸 長 成 長 を増 し、トドマツ、ヤチダモも

成 長 が著 しい。天 然 更 新 木 も種 数 や

樹 項 を増 やしてい く もの と考 えられ 、

再 生 段 階 は「第 ２段 階 ：と考 えられる

（図 －１）。  

 また 、良 好 な自 然 林 と して最 大 胸

高 直 径 ： 6 6 . 6 c m 、 最 大 樹 高 : 3 4 . 1 m

のハルニレがあるトドマツ ・ハルニレ混

成 林 を 調 査 し 、 林 分 概 要 を 把 握 し

た。  

 

 ２ ）  菌 類 相 調 査  

  処 理 区 において出 現 頻 度 に変 動

が見 られた種 に着 目 すると 、カワラタ

ケやレンゲタケなど出 現 頻 度 が減 少

し 、天 然 林 区 や人 工 林 区 の様 相 に

近 づきつつある種 もあるが、種 構 成 は

天 然 林 区 や人 工 林 区 とは異 なってい

る。倒 木 などの腐 朽 の進 行 、根 株 等

の菌 類 の発 生 環 境 の乾 燥 傾 向 が見 られてきているが、再 生 段 階 としては「第 １段 階 」と考

えられる。（表 －１）  

 

図－１  植栽木の成長量  

表－１  主な菌類の出現傾向  



 

３ ）  歩 行 性 甲 虫 相 調 査  

 台 風 被 害 で生 じたギャップに侵 入 した非 森

林 性 の歩 行 性 甲 虫 の割 合 は平 成 1 9 年 がピ

ークであり 、その時 期 が森 林 の中 に異 質 な群

集 が入 り込 んだ時 期 と判 断 される。それ以 後

徐 々にギャップエリアの群 集 も周 囲 の森 林 群

集 に近 づきつつあり、回 復 している。  

 種 数 の減 少 傾 向 が収 まってきていることとＣ

Ｈ指 数 の増 加 傾 向 がやや収 束 してきているこ

とから、穏 やかに森 林 回 復 に向 かっていると判

断 され、再 生 段 階 は 「第 ２段 階 」であると考 え

られる  

（図 －２）。  

 

４ ）  野 生 動 物 相 調 査  

 自 動 撮 影 装 置 による撮 影 頻 度 は 、哺

乳 類 の数 、種 類 ともに前 年 度 までの調 査

結 果 と大 きな違 いは見 られず 、生 息 する

哺 乳 類 相 に目 立 つ変 化 はないと考 えられ

る。特 定 外 来 種 であるアライグマについて

は、今 年 度 も過 年 度 同 様 、広 範 囲 で多

数 確 認 された。また、撮 影 頻 度 は平 成 2 4

年 度 以 降 減 少 傾 向 にある。エゾシカにつ

いては、撮 影 頻 度 はあまり高 くなく、  

現 段 階 では森 林 への影 響 はまだ少 ないも

のと考 えられる（図 ―３）。  

 環 境 省 レッドリストで準 絶 滅 危 惧 種 とされているエゾクロテンが今 年 度 も確 認 された。   

 野 幌 森 林 は、石 狩 低 地 帯 の西 側 では本 種 の生 息  

が確 実 な数 少 ない箇 所 であると考 えられ、今 後 の動 向 が注 目 される。  
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図－２  良好な森林環境を好む甲虫類の捕獲  

    数の推移  

図－３  アライグマとエゾシカの  

撮影頻度の推移  
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